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  友達だよ
　 　 おめでとうございます

上牧幼稚園　　　　５８名　　上牧第一保育所　　１２名
上牧小学校　　　１２６名　　上牧第二小学校　　８２名
上牧第三小学校　　３６名　　上牧中学校　　　１６４名
上牧第二中学校　　８２名

卒園記念作品（上牧幼稚園）

保護者への歌のプレゼント（上牧幼稚園）

「ありがとう」と大きな声で修了証書を受け取る

（上牧幼稚園）

花道を笑顔で歩く卒業生（上牧中学校）

思い出のプレート（上牧中学校）

卒業をお祝いするポスター（上牧第二中学校）

３年間で培ったことを胸に大きく羽ばたいてください（上牧中学校）

卒
業
式
が
終
わ
っ
て
喜
び
の
一
枚

（
上
牧
第
二
中
学
校
）

感謝を込めて歌う卒業生（上牧第二中学校）
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写真は、紙面編集の都合により、３月18日までに挙行された卒業式・卒園式に限り掲載しました

ずっと  
卒　業・卒　園

この春、上牧町立中、小学校、幼稚園、保育園から
５６１名のみなさんが卒業・卒園されました
たくさんの大切な思い出を胸に、これからまた新しい
環境の中、自分の輝きを信じて、希望の未来に向かって
大きくはばたいてください

６年間の努力と思い出のつまった卒業証書を受け取る（上牧小学校）

スクリーンに写し出された

｢おめでとう｣（上牧小学校）

６年間の成長と努力が刻まれた卒業証書を

受け取る（上牧第三小学校）
小学校生活最後のクラス写真（上牧第三小学校）

校
門
で
家
族
写
真（
上
牧
小
学
校
）

式
歌
｢旅
立
ち
の
日
に
｣を
合
唱

（
上
牧
第
二
小
学
校
）

卒
業
記
念
作
品

（
上
牧
第
二
小
学
校
）

会
場
を
あ
と
に
す
る
卒
業
生

（
上
牧
第
二
小
学
校
）

卒
業
生
を
見
ま
も
る
先
生

（
上
牧
第
三
小
学
校
）
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大
健
闘
！

子
ど
も
駅
伝

町
の
部
で
３
位
に
!!

第
11
回
奈
良
県
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
３
月
５
日
、
馬

見
丘
陵
公
園
で
行
わ
れ
、
県
内
38
市
町
村
の
小
学
５
年
生
以
上
の
男

女
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
競
い
合
い
、
上
牧
町
は
、
総
合
の
部
で
12
位
、

町
の
部
で
は
３
位
と
、
過
去
最
高
の
順
位
を
取
り
、
健
闘
し
ま
し
た
。

今
年
は
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」と
い
う
決
意
ど
お
り
、
保
護
者
や
友
達
が
声
援
を
送
る
な
か
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
り
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

権
利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
講
演
会
開
催

ー
お
金
の
管
理
と
生
活
面
の
支
援
に
よ
り
日
常
生
活
を
支
え
る
ー

３
月
５
日
、
上
牧
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
(２
０
０
０
年
会
館
)多
目
的
室
で

権
利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
成
年
後
見
制
度
の
取
組
み
の
現
状
、
成
年
後
見
制
度
や
認
知
症
へ
の
正

し
い
理
解
の
重
要
性
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
今
中
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

「
認
知
症
・
精
神
疾
患
の
症
状
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
｢ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
し
ぎ
さ
ん
｣の
、
徳
山
明
広
院
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
、「
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
実
際
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
例
な
ど
を
も
と
に
、
認
知
症
・
高

齢
者
に
対
す
る
迅
速
な
制
度
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
や
早
期
の

準
備
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
８
０
人
の
参
加
者
は
、
認
知
症
や
成
年
後
見
制
度
は
決
し
て
他
人

ご
と
で
は
な
い
と
い
う
表
情
で
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

みんなにたすきをつなぎます

賞状と一緒に！

講演をされる徳山明広院長

パネルディスカッションの様子



5
かんまき 2016.4.

納
付
書
な
ど
を
確
認
し
、
納
付
が
ま
だ
の

か
た
は
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法

申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印
鑑

を
持
参
し
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
完
了
ま
で
、

３
週
間
以
上
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日

各
納
期
限
月
の
末
日
(末
日
が
休

日
、
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
)

▼
問
合
先

徴
収
課
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
設
備
、
消
防
、
医
療
な
ど
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

こ
の
町
税
な
ど
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
ま

で
に
、
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
と
納
期
限

内
に
納
付
さ
れ
た
か
た
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所
(納

付
書
記
載
)で
納
め
る
方
法
と
、
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、

早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

４
月
６
日
(水
)か
ら
15
日
(金
)ま
で
の
間
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
め
ざ

し
、
本
町
で
も
各
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力

を
得
て
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

上
牧
町
を
安
全
で

明
る
く
住
み
よ
い
町

に
す
る
た
め
に
交
通

安
全
マ
ナ
ー
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
新
規
指
定

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

次
の
業
者
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

▼
新
規
指
定

☆
三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
(株
)

奈
良
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　

天
理
市
二
階
堂
上
之
庄
町
３
６
３
ー
１
　

☎
０
７
４
３
ー
64
ー
２
７
５
０

☆
池
田
水
道
工
業
(株
)

大
和
高
田
市
北
本
町
４
ー
21

☎
52
ー
２
８
７
１
　
　

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
(上
水
道
係
）

☎
76
ー
４
５
９
９

不
動
産
無
料
相
談
会

不
動
産
の
売
買
や
税
務
に
関
す
る
様
々

な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

不
動
産
の
こ
と
で
お
困
り
の
か
た
に
、

不
動
産
の
専
門
家
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士

と
税
務
に
精
通
し
た
税
理
士
が
お
答
え
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
と
　
き

４
月
８
日
(金
)午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

香
芝
市
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ

ー
　
第
３
会
議
室

▼
内
　
容

・
不
動
産
の
売
買
・
交
換
を
す
る
と
き

・
相
続
な
ど
で
適
正
な
不
動
産
価
格
が
必
要

な
と
き

・
適
正
な
地
代
や
家
賃
を
知
り
た
い
と
き

・
不
動
産
に
関
す
る
税
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
き

▼
問
合
先

公
益
社
団
法
人
　
奈
良
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
　
☎
０
７
４
２
ー
35
ー
６

９
６
４

http://nara-fudosankanteishi.or.jp

「
憲
法
週
間
」記
念
無
料
法
律
相
談

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
憲
法
週
間
行
事

と
し
て
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
11
日
(水
)午
前
９
時
30
分

か
ら
12
時
ま
で
・
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で

▼
と
こ
ろ

奈
良
弁
護
士
会
　
先
着
20
名

(奈
良
市
中
筋
町
22
ー
１
)　

経
済
会
館
　
　
　
先
着
20
名

(大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
ー
２
)

※
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
１
人
30
分
間
で
す
。

▼
申
込
方
法

４
月
11
日
(月
)か
ら
５
月
２

日
(月
)ま
で
に
奈
良
弁
護
士
会
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
す
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会
(平
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
)　

☎
０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

就
学
・
教
育
相
談
な
ど
を
実
施

西
和
養
護
学
校
で
は
、
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る

幼
児
や
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就

学
相
談
や
教
育
相
談
、
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校
　

☎
73
ー
２
１
１
１
(窓
口
　
教
頭
)

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す

広
報
か
ん
ま
き
３
月
号
・
４
頁
、
｢女
性
の

た
め
の
就
職
(パ
ー
ト
限
定
)面
接
会
開
催
｣
の

記
事
で
、「
り
ー
べ
る
王
寺
東
韓
５
階
」と
あ
る

の
は
「
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
」の
誤
り
で

し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
町
づ
く
り

大
阪
府
在
住
、
土
居
久
雄
さ
ん
か
ら「
そ
の

他
町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業
」に
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
(高
齢
者
向
け
給
付
金
)

の
ご
案
内

「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
お
よ
び
に
く
い

低
所
得
の
高
齢
者
を
支
援
し
、
本
年
前
半

の
個
人
消
費
の
下
支
え
に
も
資
す
る
よ

う
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
。

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対
象

者
は
、

・
昨
年
１
月
１
日
現
在
で
上
牧
町
に
住
民
登

録
が
あ
る
か
た

・
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
(均
等
割
)が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
か
た

※
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

た
の
扶
養
親
族
や
、
生
活
保
護
受
給
者
の

か
た
は
対
象
外
で
す
。

▼
支
給
金
額

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
０
，０
０
０
円

※
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き

４
月
下
旬
に
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
か
た
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
臨
時
福
祉
給
付
金
係
ま
で
直
接
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
か
た
で
、
該
当
の
可

能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
(運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)の
写
し
・

指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
(通
帳
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）の
写
し

学
童
保
育
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度
か
ら
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
も
、
長
期
休
業
日

の
み
の
学
童
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

保
護
者
(両
親
や
こ
れ
に
準
じ
る

か
た
)が
昼
間
、
労
働
(１
か
月
に
お
い
て
、

64
時
間
以
上
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
す

る
こ
と
)な
ど
に
よ
り
常
に
不
在
の
た
め
、

放
課
後
の
家
庭
保
育
に
欠
け
る
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
。

※
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
は
、

長
期
休
業
日
の
み
。

▼
と
こ
ろ

・
上
牧
小
学
校
区

・
上
牧
第
二
小
学
校
区

・
上
牧
第
三
小
学
校
区

▼
休
所
日

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ

の
他
町
長
が
特
に
定
め
た
日

▼
保
育
時
間

・
夏
期
休
業
日

(７
月
21
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
）　

・
冬
期
休
業
日

(12
月
24
日
か
ら
１
月
６
日
ま
で
）

・
春
期
休
業
日

(３
月
25
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
）

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

▼
保
育
料
(月
額
）

・
午
後
５
時
ま
で
　
　
　
３
，０
０
０
円

・
午
後
５
時
30
分
ま
で
　
３
，５
０
０
円

・
午
後
６
時
ま
で
　
　
　
４
，０
０
０
円

・
長
期
休
業
日
の
午
前
８
時
か
ら
８
時
30
分

ま
で
(早
朝
分
)を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、

月
額
５
０
０
円
を
別
途
徴
収
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

※
年
度
途
中
で
も
福
祉
課
で
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
。
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
待
機

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

▼
提
出
書
類

学
童
保
育
所
申
込
書
・
勤
務

状
況
証
明
書
(勤
務
者
全
員
各
一
通
(同
居

の
65
歳
未
満
の
祖
父
母
含
む
))・
個
人
情

報
確
認
同
意
書
お
よ
び
誓
約
書

▼
諸
費
用

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
　
年
額
８

０
０
円
・
お
や
つ
代
　
月
額
２
，０
０
０
円

(土
曜
日
の
お
や
つ
は
各
自
持
参
）

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

み
ん
な
集
ま
れ
！

里
風
総
合
型
ク
ラ
ブ
上
牧
へ

上
牧
町
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

ま
し
た
。
町
内
在
住
の
か
た
、
近
隣
に
お

住
い
の
か
た
な
ど
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
各
教
室
を
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
型

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

▼
と
　
き

４
月
16
日
(土
)午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
30
分
ま
で
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
第
三
小
学
校

▼
参
加
費

無
料

▼
教
室
内
容

▼
そ
の
他

他
に
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ズ
ン

バ
、
ピ
ン
ポ
ン
、
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室

を
開
催
予
定
で
す
。

▼
問
合
先

上
牧
第
二
町
民
体
育
館

☎
73
ー
８
８
９
６

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
上
牧
町

で
申
請
さ
れ
、
本
給
付
金
も
同
口
座
を
指

定
の
場
合
は
、
申
請
書
の
み
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

４
月
28
日
(木
)か
ら
７
月
29

日
(金
)ま
で

▼
と
こ
ろ

役
場
１
階
　
臨
時
福
祉
給
付
金

窓
口

▼
支
給
方
法

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す
。

※
６
月
下
旬
よ
り
順
次
支
給
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
指
定
口
座
の
通
帳
記
帳
に
よ
り

確
認
お
願
い
し
ま
す
。
(振
込
通
知
書
は
送

付
し
ま
せ
ん
)

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
不
支
給
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
合
先

役
場
１
階
　
臨
時
福
祉
給
付
金
窓

口
　
☎
76
ー
４
８
０
０
・
76
ー
４
８
０
１

※
給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個
人

情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
給
付

金
の
支
給
に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
省
、
上

牧
町
な
ど
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
し
た
り
、
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
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「
上
牧
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び

「
上
牧
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」(案
)を
答
申

上
牧
町
に
お
け
る
人
口
の
将
来
展
望
を
見

据
え
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
た「
上
牧

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
を
戦
略
的
に
取
り
ま
と
め

た「
上
牧
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」(案
)の
答
申
が
２
月
29
日
上
牧
町
役
場

で
行
わ
れ
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方

版
総
合
戦
略
審
議
会
の
中
山
徹
会
長
か
ら

今
中
町
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
８
月
、
町
長
が
同
審
議
会
に
諮
問
し
、

こ
れ
ま
で
庁
内
組
織
の
若
手
・
中
堅
職
員
で

構
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
基
に
策
定
委
員
会
で
検
討
を

行
い
、
ま
と
め
ら
れ
た
案
に
つ
い
て
審
議
会

に
お
い
て
慎
重
な
審
議
が
重
ね
ら
れ
今
回
の

答
申
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
答
申

に
基
づ
き
、
効
果
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を

着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

答申書を今中町長に手渡す中山会長（左）
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18
歳
選
挙
権
・
選
挙
権
年
齢
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

平
成
27
年
６
月
19
日
、
公
職
選
挙
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(平
成
27
年
法
律

第
43
号
)が
公
布
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
公
職
選
挙
法
等
は
本
年
６
月
20

日
以
降
に
行
わ
れ
る
選
挙
(予
定
で
は
７
月

に
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
)か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は

昭
和
20
年
以
来
の
実
に
70
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。

今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、
若
年
層
の
み
な
さ
ん
が
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
多
様
な
情
報
に
接
し
、

自
分
の
考
え
を
育
ん
で
き
た
世
代
で
あ

り
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
日
本
で

未
来
の
日
本
の
在
り
方
を
決
め
る
政
治
に

関
与
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
18
歳
ま
で
に
選
挙
権
が

認
め
ら
れ
て
い
る
国
は
全
体
の
約
92
％
で

あ
り
今
回
の
改
正
は
世
界
の
流
れ
に
沿
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
代
の
若
い
か
た
が
た
も
、
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
の
担
い
手
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
大
切
な
一
票
を
無
駄

に
せ
ず
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(総
務
課
内
)　
☎
役
場
内
線
２
０
７
番

総
務
省
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
は
じ
め
て

の
選
挙
　
18
歳
選
挙

http://w
w
w
.soum
u.go.jp/18senkyo/

選
挙
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
・

期
日
前
投
票
立
会
人
登
録
者
募
集

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
若
い
か
た
の
選
挙

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
若
年
層
の
投
票

率
向
上
を
図
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
事
務
ア

ル
バ
イ
ト
、
期
日
前
投
票
立
会
人
に
登
録

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

《
期
日
前
投
票
立
会
人
》 期
日
前
投
票
所
で
投

票
事
務
手
続
き
に
立
ち
会
う
仕
事
で
す
。

▼
募
集
人
数

若
干
名
程
度

▼
応
募
資
格

上
牧
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た

▼
従
事
期
間

選
挙
の
公
示
(告
示
)の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
割
り
当

て
ら
れ
た
日

①
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
15
分

②
午
後
２
時
15
分
か
ら
午
後
８
時

※
①
②
連
続
勤
務
可
能

▼
従
事
場
所

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▼
手
当
額

①
②
と
も
に
　
４
，７
５
０
円

(源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
)

《
選
挙
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
(期
日
前
投
票
事
務
)》 　

期
日
前
投
票
所
で
受
付
・
投
票
用
紙
の
交

付
等
の
投
票
事
務
に
携
わ
る
仕
事
で
す
。

▼
募
集
人
数

若
干
名
程
度

▼
応
募
資
格

上
牧
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
か
た

▼
従
事
期
間

選
挙
の
公
示
(告
示
)の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
割
り
当

て
ら
れ
た
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
(食
事
休
憩
有
り
)

▼
従
事
場
所

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▼
手
当
額

１
時
間
　
８
０
０
円
(勤
務
時
間

が
８
時
間
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
１
，０

０
０
円
・
源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
)

《
選
挙
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
(投
票
日
当
日
事
務
)》 　

投
票
日
当
日
に
町
内
の
各
投
票
所
(８
か

所
)で
、
受
付
・
投
票
用
紙
の
交
付
等
の
投
票

事
務
に
携
わ
る
仕
事
で
す
。

※
勤
務
す
る
投
票
所
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数

若
干
名
程
度

▼
応
募
資
格

上
牧
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
か

た
で
、
指
定
さ
れ
た
投
票
所
ま
で
各
自
で

行
き
、
長
時
間
勤
務
可
能
な
か
た

▼
従
事
期
間

投
票
日
の
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
30
分
(食
事
休
憩
有
り
)

▼
従
事
場
所

町
内
の
各
投
票
所

▼
手
当
額

１
時
間
　
８
０
０
円
(勤
務
時
間

が
８
時
間
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
１
，０

０
０
円
・
源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
)

▼
申
込
方
法

登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
書
・
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
(保
険
証
・
免
許
証
な
ど
)の
写
し
を

添
付
し
、
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
(郵
送
可
)

申
込
書
・
申
請
書
は
総
務
課
で
配
布
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
選
挙
運
動
に
従
事
す
る
か
た
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

※
お
申
し
込
み
頂
い
た
か
た
は「
期
日
前
投
票

立
会
人
登
録
台
帳
」、「
選
挙
事
務
従
事
者
登

録
台
帳
」に
登
録
し
ま
す
。
登
録
多
数
の
場

合
は
勤
務
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
に
選
任
さ
れ
た
か

た
に
は
、
事
前
に
簡
単
な
説
明
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※「
期
日
前
投
票
事
務
」・「
投
票
日
当
日
事

務
」両
方
の
申
込
可
能
。

▼
申
込
期
間

５
月
20
日
(金
)ま
で

▼
募
集
対
象
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
　
７
月

▼
提
出
先
・
問
合
先

上
牧
町
大
字
上
牧
３

３
５
０
番
地
　
上
牧
町
役
場
　
上
牧
町
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(総
務
課
内
)

☎
役
場
内
線
２
０
７
番
 

http://w
w
w
.tow
n.kanm
aki.nara.jp/

募
　
　
集

募
　
　
集
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高
齢
者
(や
よ
い
)・
婦
人
(さ
ゆ
り
）

学
級
生
募
集

生
涯
学
習
事
業
と
し
て
年
齢
に
応
じ
て

高
齢
者
学
級
と
婦
人
学
級
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
内
在
住
の
か
た
な
ら
、
ど
な
た
で
も

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

★
高
齢
者
(や
よ
い
)学
級

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
が
対
象
で
す
。
高

齢
者
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も

っ
て
参
加
す
る
の
か
を
中
心
に
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
人
生
を
め
ざ
し
た
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

★
婦
人
(さ
ゆ
り
)学
級

町
内
在
住
の
女
性
が
対
象
で
す
。
女
性
が

も
つ
様
々
な
生
活
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
学

習
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

▼
学
習
内
容

講
演
会
・
人
権
学
習
・
社
会

見
学
・
教
材
実
習
な
ど
(年
間
９
回
程
度
)

《
昨
年
度
の
実
績
》歴
史
講
演
会
・
健
康
体

操
・
和
菓
子
作
り
教
室
・
人
権
学
習
(町
民

集
会
参
加
)・
社
会
見
学
(や
よ
い
)姫
路
方

面
・
(さ
ゆ
り
)淡
路
島
方
面

▼
開
講
日

５
月
か
ら
開
講
。

（
主
に
水
曜
日
開
催
予
定
）

▼
申
込
先

社
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
推
進
係

(電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
可
）

▼
申
込
期
間

４
月
１
日
(金
)か
ら
15
日
(金
)

ま
で

▼
費
　
用

授
業
料
な
ど
の
直
接
的
な
費
用

は
不
要
で
す
が
、
教
材
実
習
の
材
料
費
や

社
会
見
学
で
の
昼
食
代
・
見
学
代
・
バ
ス

利
用
代
(２
，０
０
０
円
)を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

☎
役
場
内
線
５
１
６
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
 76
ー
１
１
９
９

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
募
集

文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
る
ペ
ガ
サ
ス
ホ

ー
ル
を
利
用
者
と
共
に
舞
台
製
作
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
(舞

台
、
音
響
、
照
明
・
打
合
わ
せ
作
業
)を
募

集
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
は
、
舞
台
専
門
業
者
に
よ
る
講
習
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(全
講
習
会
終
了
後
の
活
動
時
は
、
若
干
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
）

▼
募
集
人
数

20
名
程
度

▼
募
集
資
格

18
歳
以
上
(高
校
生
の
参
加
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
)

第
11
回
シ
ル
バ
ー
連
合

さ
わ
や
か
旅
行
参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
今
年

も
親
睦
旅
行《
ト
イ
レ
付
バ
ス
》を
計
画
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
９
日
(月
)か
ら
10
日
(火
)

▼
と
こ
ろ

静
岡
県
　
龍
潭
寺
・
竜
ケ
岩
洞
、

愛
知
県
豊
田
市
ト
ヨ
タ
会
館・高
岡
工
場
見
学

▼
宿
泊
先

浜
名
湖
雄
踏
温
泉
　
浜
名
湖
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

シ
ル
バ
ー
会
員
　
　
２
２
，０
０
０
円

シ
ル
バ
ー
非
会
員
　
２
３
，０
０
０
円

▼
申
込
方
法

会
員
の
か
た
は
地
区
会
長
へ
、

会
員
以
外
の
か
た
は
４
月
７
日
(木
)ま
で

に
生
き
活
き
対
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

自
衛
官
等
募
集

防
衛
省
で
は
幹
部
候
補
生
・
自
衛
官
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
幹
部
候
補
生
★

▼
応
募
資
格

翌
年
４
月
１
日
現
在
、

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
か
た

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学
卒
(見
込
含
む
、

短
大
は
除
く
)、
ま
た
は
、
外
国
に
お
け
る

大
学
卒
相
当
の
学
校
を
卒
業
し
た
か
た

・
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者

な
ど
(見
込
含
む
)

▼
受
付
期
間

５
月
６
日
(金
)ま
で

▼
試
験
日

・
一
次
試
験

５
月
14
日
(土
)　
筆
記
試
験

５
月
15
日
(日
)　
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

(飛
行
要
員
希
望
者
の
み
)

▼
申
込
方
法

４
月
５
日
(火
)か
ら
５
月
22

日
(日
)ま
で
に
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

社
会
教
育
課
、
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
講
習
期
間

６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

土
・
日
で
約
10
回
程
度
。
１
回
約
５
時
間

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

▼
費
　
用

無
料
(交
通
費
、
食
事
代
は
ご
負

担
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
先

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
　
〒
６
３
９

ー
０
２
１
４
　
上
牧
町
大
字
上
牧
３
２
４

１
番
地
　
☎
78
ー
９
９
０
０

http://w
w
w
.tow
n.kanm
aki.nara.jp/

・
二
次
試
験
　
６
月
14
日
(火
)か
ら
17
日
(金
)

ま
で
の
指
定
す
る
１
日

★
予
備
自
衛
官
補
★

▼
応
募
資
格

７
月
１
日
現
在
、

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
か
た

・
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
か
た
(資
格
に
よ
り
年
齢
制

限
の
上
限
が
異
な
り
ま
す
)

▼
受
付
期
間

４
月
８
日
(金
)ま
で

▼
試
験
日

４
月
15
日
(金
)か
ら
19
日
(火
)の

う
ち
指
定
す
る
１
日

★
一
般
曹
候
補
生
★

▼
応
募
資
格

翌
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間

８
月
１
日
(月
)か
ら
９
月
８

日
(木
)ま
で

▼
試
験
日

・
１
次
試
験
　
９
月
16
日
(金
)・
17
日
(土
)の

う
ち
指
定
す
る
１
日

・
２
次
試
験
　
10
月
６
日
(木
)か
ら
12
日
(水
)

ま
で
の
指
定
す
る
１
日

★
自
衛
官
候
補
生
★

▼
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間

(男
子
)年
間
を
通
じ
て

(女
子
)８
月
１
日
(月
)か
ら
９
月
８
日
(木
)

ま
で

▼
試
験
日

(男
子
)受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(女
子
)９
月
23
日
(金
)か
ら
27
日
(火
)ま
で

の
指
定
す
る
１
日

▼
問
合
先

自
衛
隊
　
橿
原
地
域
事
務
所

☎
０
７
４
４
ー
29
ー
９
０
６
０

★
奈
良
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara
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肺炎球菌は肺炎の原因になる菌であり、肺炎
のほかにも慢性気道感染症、中耳炎、副鼻腔炎
などを起こすことがあります。主に高齢者や乳
幼児、免疫の弱っているかたで病気をおこし、
ときに敗血症や髄膜炎といった重篤な疾患の原
因にもなります。肺炎球菌ワクチンは肺炎のす
べてを予防するワクチンではありませんが、接
種することによって肺炎球菌による肺炎などの
感染症を予防し、重症化を防ぎます。肺炎球菌
ワクチンの効果は１回の接種で５年以上効果が
継続するといわれています。

平成26年10月から高齢者の肺炎球菌ワクチ
ンが定期接種となり、平成30年までは、該当す
る年度に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳となるかたが定期接種の
対象者となります。また、上牧町では今年度も
定期接種の他に高齢者肺炎球菌ワクチンの任意
接種の助成も実施します。

（定期接種)高齢者肺炎球菌ワクチン費用助成
▼対象者
◎今年度65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳となるかた

☆今年度65歳となるかた
昭和26年４月２日から昭和27年４月１日生まれ
☆今年度70歳となるかた
昭和21年４月２日から昭和22年４月１日生まれ
☆今年度75歳となるかた
昭和16年４月２日から昭和17年４月１日生まれ
☆今年度80歳となるかた
昭和11年４月２日から昭和12年４月１日生まれ
☆今年度85歳となるかた
昭和６年４月２日から昭和７年４月１日生まれ
☆今年度90歳となるかた
大正15年４月２日から昭和２年４月１日生まれ

☆今年度95歳となるかた
大正10年４月２日から大正11年４月１日生まれ
☆今年度100歳となるかた
大正５年４月２日から大正６年４月１日生まれ

◎接種日に60歳から64歳で心臓、腎臓、呼吸
器、免疫機能に障害を有するかた

※ただしどちらも、町内に住民登録があるかた
で、過去にニューモバックスＮＰ(23価肺炎球
菌莢膜ポリサッカライドワクチン)の接種を受
けたことがないかたが対象です。

▼費　用 4,000円(生活保護世帯のかたは無料）
▼接種期間 ４月１日(金)から翌年３月31日

(金)まで
▼接種方法 生き活き対策課窓口に身分証明書

を持参し申請してください。予診票など必要
書類をお渡しします。事前に医療機関へ予約
をし、必要書類と健康保険証を持参して接種
を受けてください。

（任意接種)高齢者用肺炎球菌ワクチン費用助成
定期予防接種の対象外のかたでも任意予防接

種として助成します。
▼対象者 上牧町に住民登録のある接種を希望

する満65歳以上のかた、この予防接種を受
けてから５年以上経過しているかた

▼助成額 １回のみ　4,090円(生活保護のか
たは8,090円を上限に助成）

▼接種方法 生き活き対策課窓口に身分証明書
を持参し申請してください。予診票など必要
書類をお渡しします。事前に医療機関へ予約
をし、必要書類と健康保険証を持参して接種
を受けてください。

※ホームページもご覧ください。

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て
●

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

今
年
度
も
成
人
の
風
し
ん
(麻
し
ん
風
し

ん
混
合
)ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
(法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
た
予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

★
風
し
ん
(麻
し
ん
風
し
ん
混
合
)ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

風
し
ん
が
昨
年
よ
り
全
国
的
に
流
行
し
て

い
ま
す
。
風
し
ん
は
妊
娠
期
に
か
か
る
と
生

ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
難
聴
に
な
っ
た

り
、
心
臓
に
奇
形
が
生
じ
る
な
ど
の
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
い
う
病
気
に
な
る
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
妊
娠
を
希
望

す
る
女
性
は
、
妊
娠
前
に
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
者

19
歳
以
上
(平
成
10
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
)で
妊
娠
予
定
の
女
性
や

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者
、
同
居

家
族

※
妊
娠
中
の
女
性
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
い
ず
れ

か
を
２
回
接
種
し
て
い
る
か
た
・
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
か
た

は
除
く

▼
実
施
期
間

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
に
接
種
し
た
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ

ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

▼
助
成
額

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
上
限
４
，０
０
０
円

混
合
ワ
ク
チ
ン
　
　
　
　
上
限
６
，０
０
０
円

▼
助
成
回
数

１
回

▼
申
請
方
法

医
療
機
関
に
予
約
さ
れ
る

前
に
生
き
活
き
対
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
で
接
種
後
、

必
要
書
類
を
持
参
し
、
１
か
月
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
償
還
払
い
と
な

り
ま
す
。

▼
持
参
書
類

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
支
払

領
収
書
、
接
種
済
証
(お
持
ち
の
か
た
)、

印
鑑
、
通
帳
(口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
)、
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●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

★認知症相談
と　き：４月27日（水）
午後１時30分から３時30分まで

申し込み：電話か窓口へお申し込み
ください。当日でも相談できます
が、お待ちいただく場合がありま
す。ご了承ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：４月12日（火）
午前10時から11時30分まで

：４月22日（金）
午後１時30分から３時まで

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善
したいなど

ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：４月14日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成27年12月６日から
平成28年１月９日生まれのかた

10か月児
と　き：４月14日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成27年５月11日から６
月14日生まれのかた

★乳児相談
と　き：４月５日（火）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時15
分までは交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：４月22日（金）

午前９時から11時30分まで
対象者：１歳から就学前までの幼児

と保護者
内　容：計測、相談（食事・子育て

など）
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：４月22日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

★３歳児健康診査
と　き：４月28日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成24年９月18日から11
月13日生まれのかた

★２歳児歯科検診
と　き：４月21日（木)
午前９時から９時30分まで受付

対象者：平成25年11月１日から
12月31日生まれのかた

※受診できないかたは、満３歳の誕
生日前までなら、次回以降でも受
診することができます。

子宮・乳がん検診の受診票
配布開始について

５月２日(月)より個別医療機関
での子宮がん・乳がん検診を実施
します。受診希望のかたは、４月
26日(火)から受診票を発行します
ので、生き活き対策課か片岡台出
張所に取りにきてください。
※対象者については別紙上牧町保
健事業予定表を確認してくださ
い。

平日の午前９時から午後５時
まで利用できます。

プレイルーム利用日について

本
人
の
住
所
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の

(健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
)

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
、
同
居
家

族
は
子
の
母
子
健
康
手
帳《
子
の
保
護
者

欄
に
記
入
済
み
の
も
の
》

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

集
団
婦
人
検
診

(乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
)

▼
と
　
き

５
月
20
日
(金
）

★
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
ど
ち
ら
か
を
受

診
の
か
た
・
・
・
午
前
９
時
か
ら
９
時

30
分
ま
で
と
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

の
ど
ち
ら
か

★
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
両
方
を
受
診
の

か
た
・
・
・
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時

30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
集
団
検

診
室

▼
対
象
者

(乳
が
ん
)40
歳
以
上
(１
９
７
６
年
12
月
31
日

以
前
の
生
ま
れ
)で
誕
生
年
が
西
暦
偶
数

年
生
ま
れ
の
か
た

(子
宮
頸
が
ん
)20
歳
以
上
(１
９
９
６
年
12
月

31
日
以
前
の
生
ま
れ
)で
誕
生
年
が
西
暦

偶
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
検
査
方
法

乳
が
ん
(視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

子
宮
頸
が
ん
(頸
部
細
胞
診
・
内
診
）

▼
定
　
員

先
着
順【
要
予
約
】

乳
が
ん
　
　
　
50
名

子
宮
頸
が
ん
　
80
名

▼
費
　
用

１
，０
０
０
円
(75
歳
以
上
は
５

０
０
円
）　

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
無
料
。
事
前

に
生
き
活
き
対
策
課
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
：
５
月
９
日
(月
)午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
開
始
日
で
定
員
に
達
す
る

こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
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　友人・知人から「会員になって、さらに新しい会員を紹介したり、知人に商品を売った

りすれば収入を得られる」などと勧められ高額な契約をしてしまう｢マルチ取引｣に関する

相談が寄せられています。学生から高齢者まで幅広い年齢層から相談があり、商品も健康

食品、健康器具、化粧品、学習教材、出資、旅行会員権などさまざまです。

　最近は「ネットワークビジネス」などと説明する場合もあり

ます。また、ＳＭＳ(ショートメッセージサービス：電話番号を

用いたメール)など顔も知らないインターネット上の知り合いか

ら話を持ちかけられることもあります。注意しましょう。

「仲間を増やせばどんどんもうかる？」「仲間を増やせばどんどんもうかる？」「仲間を増やせばどんどんもうかる？」
友人・知人からの甘い誘い、マルチ取引にご用心！

◎友人に「いい話がある」と誘われ、事業の紹介者に会った。「健康食品を販売する会社の

会員になり、健康食品を買って人に紹介し、売れたら手数料が入る。自分自身も安い会

員価格で健康食品を買うことができる。また、知人を入会させれば紹介料がもらえ、さ

らにその人が誰かを入会させればまた紹介料をもらえる。会員になるには30万円の健康

食品を買う必要があるが、すぐに元が取れて、後は何もしなくてもどんどん稼げる」と

いう話をされた。「クレジットカードも使える」と言われて断り切れず、会員になっ

た。友人を誘ってみたが、誰も商品を買ってくれないし、入会もしてもらえない。

◎知人に「事業に投資しないか」と誘われた。出資による配当のほかに、人を紹介すれば

紹介料が受け取れるとのことだった。話を信じ、150万円振り込んだ。当初、配当金は

振り込まれたが、数か月で入金はなくなった。投資したお金も取り戻せず、事業者とも

連絡が取れなくなった。

★契約の意思がなければきっぱりと断りましょう

　簡単にもうかるうまい話はありません。身近な人からの誘いは断りにくいものですが、あ

いまいな態度が被害をもたらし、結果的に人間関係も損ないます。断る勇気も必要です。

★投資の勧誘は安易に信じず十分に確認しましょう

　リスクのない投資はほとんどありません。安易に信じて思いもよらない被害にあうこと

がないよう注意しましょう。内容や仕組みを理解できない場合は、契約しないことが重

要です。

★周囲の気づきも大切です

　マルチ取引は、家族など周囲の人からの相談が多いという特徴があります。トラブルを

抱えたまま誰にも相談できず、状況を一層悪化させてしまうこともあります。身近な人

が望まない契約をしていないかなど、日頃から気をつけるようにしましょう。

★不安なこと、困ったことがあれば、早めに相談を

　クーリング・オフ、中途解約や契約の取り消しができる場合があります。問題をそのま

まにしておくと、解決が困難になったり、トラブルが拡大する恐れがありますので、早

めに相談を。

事例 (イラスト提供：消費者庁)

簡
単
に
元
が

取
れ
る
か
ら
、

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27〜１／5）☎78−9903

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

4月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

古書泥棒という職業の男たち
トラヴィス・マクデード著　原書房

20世紀前半アメリカ
で図書館が管理・保存
していた貴重な本が大
量に盗まれる事件が発
生していました。この
窃盗を指揮していたの
は古書店主たち、彼ら
にとって稀覯本とは何
だったのかを描いたノ
ンフィクションです。

夢の名作ハンドメイド　全３巻
日本図書センター

みつばち高校生
森山あみ著　リンデン舎

長野県諏訪地方にある
富士見高校には全国で
も珍しい養蜂部があり
ます。部の設立から農
業甲子園で優勝するま
での３年間の活動の記
録です。養蜂の難しさ
に挫けそうになりなが
らも生徒たちが頑張る
姿に感動します。

おせっかい屋のお鈴さん
堀川アサコ著　角川書店

江戸時代の呉服屋の娘
で、振り袖姿がかわい
い幽霊・お鈴さん。普
通のＯＬ・カエデはそ
んな彼女の未練を晴ら
すために手足として働
くなかで様々な出来事
に遭遇します。読後に
ほっこりする短編小説
集です。

カラスの補習授業
松原始著　雷鳥社

前著「カラスの教科
書」で書ききれなか
ったあれこれを書い
ていたら400ページ
の読み応えたっぷり
の本になりました。
著者のユニークな文
章も面白く、カラス
の奥深さを知ること
のできる１冊です。

絵本やマンガに出てき
たグッズやシーンをハ
ンドメイドで再現した
本です。可愛いアクセ
サリーや暖かそうな編
み物など、作り方をわ
かりやすく解説してあ
りますので、１度チャ
レンジしてみてくださ
い。(児童書)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30 前

立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
を
！

ー
奈
良
県
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
ー

前
立
腺
は
男
性
に
し
か
な
い
生
殖
器
官
の

一
部
で
精
液
の
一
部
を
作
っ
て
い
ま
す
。
 年

を
と
る
に
つ
れ
て
肥
大
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
や
前
立
腺
が
ん
は

60
歳
以
上
で
罹
患
率
・
死
亡
率
と
も
に
増
え

て
き
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
の
原
因
は
不
明
で
す
が
、
脂

肪
の
多
い
食
事
が
増
え
て
き
た
こ
と
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
内
に

前
立
腺
が
ん
に
か
か
っ
た
方
が
い
る
場
合
、

遺
伝
的
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

良
性
疾
患
で
あ
る
前
立
腺
肥
大
症
か
ら
前

立
腺
が
ん
に
進
む
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
前
立
腺
肥
大
症
と
前
立
腺

が
ん
が
併
発
し
た
り
、
前
立
腺
肥
大
症
の
薬

物
療
法
を
長
期
間
続
け
て
い
る
う
ち
に
前
立

腺
が
ん
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
早
期
で
は
症
状
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
尿
が
出
に
く
い
、
血
尿

が
出
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
ろ
に
は
、

か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
比
較
的
進
行
が
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
た
め
、
高
齢
で
早
期
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
と
き
は
、
手
術
は
せ
ず
に
経
過
を
見
守
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
た
だ
、
進
行
し
て
し
ま

う
と
骨
に
転
移
す
る
こ
と
も
あ
り
、
が
ん
性
疼

痛
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期
で
あ
れ

ば
有
効
な
治
療
方
法
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
な
に

よ
り
も
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

前
立
腺
が
ん
の
診
断
に
有
用
な
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
は
か
か
り
つ
け
医
で
の
血
液
検
査
で
簡
単

に
測
定
で
き
ま
す
。
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年

に
一
度
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
定
期
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

★４月のお話会ピーターパン★

５日・19日（火）
午前10時30分から

９日・23日（土）
午後２時から

・上牧町ホームページ・図書館
ページから蔵書検索ができます。

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで
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世帯数..............9,790(−４)

男　性............10,924(−16)

女　性............12,053(−11)

合　計 ............22,977(−27)
（　）は前月比

平
成
28
年
２
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第１水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線261番
☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第２金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日２週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第２水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線125番

●生活自立相談
担　当：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
と　き：毎月第２木曜日　午後１時30分〜４時30分
ところ：役場１階相談室
内　容：生活に困っている、仕事が見つからない、

経済的にお困りのかたへの相談・支援
問合先：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター

0120ー85ー1225

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場２階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本

16
4
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